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に分かれており,算 2章 ビルマ,第3章 英領北ボ
ルネオ,第4章 ベ トナム,第5葦 インドネシア,
第 6章 カンボジア, 第7章 ラオス, 第8茸 マ
ラヤとシンガポール,第9章 サラワク,第10章 タ
イ,第11章 ティモール,第12章 フィリピンとなっ
ている｡地域別文献の量によって,ソ連における研究
の関心がどの地域に向けられているかがほぼ推察でき
る｡すなわち, 最も文献が多いのはインドネシアの
884とベ トナムの846とであって,他はずっと少なく,
ビルマの324, マラヤおよびシンガポールの252, フ
ィリピンの222,タイの142という順になっている｡ソ
連の研究がインドネシアとベ トナムとに集中されてい
ることは, 色々な意味で興味深い｡ 政治的に不安定
で,ソ連の対外政策にとって重要な 国々ほど, ソ連
の研究者の関心をひいているといってもいいすぎでは
なかろう｡1950年代末までに発表されたソ連の東南ア
ジア関係の研究が一望の下に見渡せるという点で,本
書はきわめて有益な文献目録である｡グーベル教授の
御好意と,教授をセンターに紹介された,京都大学人
文科学研究所貝塚教授および日比野助教授の御高配に
心から感謝し,京都大学東南アジア研究センターが今
後国際的な学術交流に寄与することを祈念したい｡
(猪木正道)
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